













L’incrocio tra teoria e pratica teatrale:  Il Teatro Sintetico di Marinetti
KIKUCHI Masakazu
Sommario: La fondazione del Teatro Sintetico di Marinetti è il vero momento di rottura con la tradizione 
e resta il punto di riferimento indiscutibile per le successive teorizzazioni, in quanto rappresenta un 
traguardo di tutte le ricerche avanguardistiche in contesto scenico. In questo lavoro, si intende mostrare 
come Marinetti sviluppi il suo teatro sintetico, esaminando il rapporto tra elaborazioni teoriche e 
realizzazioni pratiche. Si può inoltre affermare che le sue sintesi non riescano a portare a compimento 
espressivo le sue chiare intuizioni programmatiche, nonostante il successo della drammaturgia come 







































きるとしている。1909年のFondazione e Manifesto del Futurismo（「未来派創立宣言」）に先立つ





































　 『たらふく王』の中心には「イメージの結びつきへの執念」（il demone dell’analogia）が，かけ離れた物
と物との間に繋がりを発見し，新しいイメージを創り出す完全に象徴主義的な嗜好が存在する。そして，
3)　フランス語で書かれた 4 幕物の戯曲。本来のタイトルはPaolo Baglioneであったと思われる。
　　Calendoliが1960年に初めてマリネッティのイタリア語版全戯曲集を出版した折に，マリネッティの　妻の翻訳で収録
された。



























































































3 . 2 　理論からのアプローチ
　先に述べたように，未来派が発表した演劇分野における最初の宣言は，1911年の「未来派劇
作家宣言」である。表題にもあるように「劇作家」としての立場から，商業主義に堕した同時
7)　Mezzetta (2006: 18)は，従来の「夕べ」が内包していた活力の後退と「より演劇的な次元」(dimensione più teatrale)への





























ている（第 7 項）。そして 2 点目は，「文学における，あらゆる心理状態としての自己の破壊」
（Distruggere nelle letteratura l’« io », cioè tutta la psicologia）と，それに代わる「物質の叙情的
な強迫観念」（l’ossessione lirica della materia）の利用である（第11項）。前章で指摘した『電
気人形』におけるロボットへの「感覚の外在化」や，後の「総合演劇」において主要な劇作法



































合演劇」における詩学となるものである（第 2 項～第 7 項）。
　そして 3 点目は，ヴェラエティー・ショーが観客の即時的な反応や劇行為への参加を前提と
11)    当時のヨーロッパにおける大衆演劇事情に関しては，田之倉 (2001: 71-73)を参照されたい。





















































　次に 2 点目は，後にマリネッティとともに Il teatro futurista sintetico（「未来派総合演劇宣言」）
を起草することになるエミリオ・セッティメッリとブルーノ・コッラによる，劇団の製作責任











14)    元々，シラノ・ド・ベルジュラックやシェイクスピア演劇の演技で名を馳せていたフェッラーラ生まれの俳優
Gualtiero Tumiati率いる一座である。
15)   Corra (1967: 26)。
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4 . 1 　総合演劇宣言
　「未来派総合演劇宣言」は，マリネッティ，セッティメッリ，コッラの 3 人を起草者として，
1915年，「シンテジ」と呼ばれる劇的断片79編を収録した同名の 2 巻からなる戯曲集の序文と












































16)    Lapini (1992: 68) は劇的総合の先駆的な例として，後にPapiniによって回想される1846年のCainoやLuciniによる1894
年のGiulietta e Romeo，長編小説『いいなづけ』やシェイクスピアの『マクベス』を数分間のショートフィルムにした
1910年代の映画の試みを挙げている。
17)    一頁の記述で済む説明に百頁費やすことや，クライマックスに向けて徐々に盛り上げていく構成，主要な筋に無関係
の数合わせのためだけの登場人物などを挙げている。












での 3 年間が第一期，戦争やファシズムから距離を置き始め，カンジュッロとともに Il teatro 
della sorpresa（「驚愕の演劇宣言」）を起草した1921年から，Dopo il teatro sintetico e il teatro a 















19)    Verdone(1988: 100)は，未来派の総合演劇を次の6つに区分している。1．グロテスク・エキセントリックなもの。2．不
条理なもの。3．オカルト的・魔術的なもの。4．抽象的なもの。5．映画的・視覚的なもの。6．思想的・論争的なもの。
20)    本稿ではマリネッティのシンテジだけを取り上げ，他の作者によるものを捨象することになるが，Antonucci (2012: 27)
は「総合演劇の最初の経験から，驚愕の演劇の最後の『夕べ』に至るまで，未来派演劇の歴史はマリネッティの歴史
でもある」と述べている。
21)    Il soldato lontanoには「感情の戦略的計画」(Piano strategico dei sentimenti)，Le maniには「陳列窓」(Vetrina)の副題が付
いている。










ファの上に 4 人の売春婦と 2 人の客が座っており，そばに売春宿の女主人が立っている。途中
で警官が現れる。一方，上手はアルプスの山岳地帯である。 4 人の山岳兵が体を寝かせたまま





やはりほぼ同時に「さあ，行くんだ。ちゃんとしろよ！」（Su, ragazzi! Da bravi! ）と声をかける。
以上の 2 つのシンテジでは，叫び声や台詞といった聴覚的要素を媒介に 2 つの空間を浸透させ
ている。
　より過激な方法で 3 つの空間を浸透させたシンテジが I vasi comunicanti（『連通管』1916）で
ある。舞台の下手から上手にかけて，遺体安置所とカフェのオープンテラス，塹壕が掘られた



















　 売春婦はここでは 1 つの象徴などではなく，贅沢や無秩序，危険や浪費といった感覚の総合であり，家
庭の平穏な食卓を囲むすべての人々の神経の内で，不安や欲望あるいは悔恨として生きているのである。
（TM2004: 545）

















　Vengono（『お越しになる』1915）は，「 8 脚の椅子と 1 脚の安楽椅子が少しずつ奇妙で幻想
的な生を獲得する」（TM2004: 553）ドラマである。執事から複数の来訪者を告げられ， 2 人の
給仕は食事の準備をするために椅子を配置するが，再び執事が現れ，来訪者が休息を取るため

































落の報を受け死去するGorizia uccide Cecco Beppe（『ゴリツィアがフランツ・ヨーゼフを殺す』
1916）などがある。また，未来主義の主張を劇化した作品としては，女性的な月の光によって
























　「演劇的驚愕」（Sorpresa teatrale）と副題の付いたマリネッティ名義のシンテジは，Musica da 
toletta（『身づくろいの音楽』1922），Giardini pubblici（『公園』1922），Declamazione di lirica 
guerresca con tango（『戦争の叙情詩の朗読－タンゴの調べとともに』1922）の 3 つである。ジャ
ンニ・カルデローネとの共作『身づくろいの音楽』は，脚の部分に婦人用のエレガントな金色
のパンプスを履いたアップライトピアノが置いてあり， 3 人のメイド役の俳優が， 1 人は鍵盤




25)    デペーロは1918年にローマのピッコリ劇場で「造形的舞踏」を上演。1920年にはリッチャルディによる「色彩演劇」
がやはりローマのアルジェンティーナ劇場で上演される。また，アザーリは1919年に「航空演劇」を，マスナータは
1920年に「映像演劇」を提唱し，それぞれの理論を実践に移した作品を発表する。
26)    1918年10月22日付でマリネッティが前線からカンジュッロに捧げた宣言。アルファベットや数字の視覚的効果を含ん
だレタリングの提案を行う。
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だが，ここで「触覚的総合」（Sintesi tattile）として提出した Il quartetto tattile（『触覚の四重奏』
1924）とLa grande cura（『大いなる悩み』1924）においては，観客は経験に基づいた想像の中で，




刃が不吉に光る壁に飛び込むかの選択を迫られる。「 3 年の断末魔の後で死ぬより， 2 分で死






























































PÉ Poupées électriques, Paris, Sansot, 1909
RB Roi Bombance, Paris, Le Mercure de France, 1905
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TIF  Teoria e invenzione futurista, a cura di Luciano De Maria, Milano, Mondadori, «I 
Meridiani», 2007
TM1960 Teatro, a cura di Giovanni Calendoli, Roma, Vito Bianco, 1960, voll. 3
TM2004 Teatro, a cura di Jeffrey Schnapp, Milano, Mondadori, 2004, voll. 2
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＊ 本稿は平成26～28年度科学研究費補助金基盤研究（C）「近現代イタリア演劇における演出
の成立過程の研究」（課題番号：26370385）による成果の一部である。
